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様式第２号（第５条関係） 

令和５年度第２回久喜市文化財保護審議会会議録 

発 言 者 ・ 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

１ 開 会 

司会（堀内課長） 

それでは、令和５年度第２回文化財保護審議会を開催させていただきます。 

はじめに、ただいまの出席者は８名でございます。 

この人数は、「久喜市文化財保護審議会条例第７条第２項」の規定に基づく定足数に達

しておりますので、ご報告いたします。 

また、本会議は、「久喜市審議会等の会議の公開に関する条例」に基づき、原則公開と

しております。 

あわせて後日、同条例に基づき会議録を作成し、公文書館閲覧室への配架及び市ホーム

ページの公開を行うことになりますので、本日の内容は録音をさせていただきますことに

ついて、事前にご了解をお願いいたします。 

なお、資料等の確認をさせていただきます。 

事前に、本日の「次第」、「令和６年度事業計画（案）」、「文化財の指定の是非につ

いて（答申）」をお持ちでしょうか。 

それでは初めに板垣会長からご挨拶をいただきます。 

 

板垣会長 

（会長挨拶） 

 

２ 会 議 

（１）議事 
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司会（堀内課長） 

ありがとうございました。 

それでは議事に移りたいと思います。 

議事の進行につきましては、同条例第６条第２項の規定により、会長が行うこととなっ

ております。 

それでは、よろしくお願いします。 

 

議長（板垣会長） 

ここから議長を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

まず初めに、署名人の指名をしたいと思います。 

私の他に、齋藤副会長さんにお願いをしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

齋藤副会長 

（副会長が同意） 

 

議長（板垣会長） 

ありがとうございました。 

それでは、本日の署名人は私と齋藤副会長にお願いしたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

次に、会議の非公開についてお諮りいたします。 

冒頭、文化財保護課長が申し上げたように、会議は原則公開ではございますが、議事２

「文化財の指定の是非について（答申）」につきましては、審議・検討等情報であります

ことから、会議を公開しないこととさせていただきたいと存じますが、いかがでしょう

か。 

 

各審議会委員 
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（各審議会委員が同意） 

 

議長（板垣会長） 

異議なしとみとめます。 

よって、議事２「文化財の指定の是非について（答申）」については、会議を非公開と

させていただきます。 

 

１）令和６年度事業計画（案）について 

議長（板垣会長） 

それでは、議題１「令和６年度事業計画（案）について」です。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局（小林課長補佐） 

事務局の小林でございます。 

それでは議題にございます、「令和６年度事業計画（案）」につきましてご説明申し上

げます。 

資料の「久喜市教育委員会 文化振興課 文化財・歴史資料係及び郷土資料館 令和６

年度事業計画（案）」というものをご覧ください。 

なお、この資料につきましては、事前に既に送付申し上げております。 

それでは、説明をさせていただきます。 

まず１ページ目でございます。 

「１ 文化財保護審議会に関すること」、文化財保護審議会でございますが、来年５月

２２日をもちまして、今の委員の皆様の任期は満了でございますので、改選を予定してい

るところでございます。 

また、文化財保護審議会につきましては、来年度は２回の開催を考えているところでご

ざいます。 
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次に、「２ 指定文化財に関すること」でございます。 

指定文化財管理、活動補助事業でございますが、無形民俗文化財の補助金や、所有者や

管理者に対しての維持等交付金を、令和５年度と同様に、所有者等に交付する予定でござ

います。 

また、文化財防火デーの周知ということで、これも本年度と同様に周知したいと考えて

おります。 

「３ 文化財の保護に関すること」、郷土伝統芸能後継者育成事業でございますが、保

存団体の指導者の方に謝金を支払いたいと考えておりまして、これも令和５年度と同様に

予算の範囲内で支払う予定でございます。 

次に、郷土資料館分ではございますが、鷲宮催馬楽神楽伝承教室ということで、こちら

につきましても、令和５年度と同様、１０回の開催予定でございます。 

また、民俗芸能等の周知につきましても、ホームページやＳＮＳを通じまして、必要に

応じて周知をして参りたいと考えているところでございます。 

次、２ページでございます。 

「４ 文化財の公開に関すること」ということで、「吉田家水塚」運営事業でございま

すが、こちらも令和６年度につきましては、毎週日曜日に公開ということで考えていると

ころでございます。 

また、平日に団体利用の依頼がございましたら、従来通り職員が対応したいと考えて、

いるところでございます。 

「５ 文化財の調査に関すること」、こちらも令和５年度と同様に、必要に応じて調査

をして参りたいと思いますが、来年度は、「久喜八雲神社の山車行事（天王様・提灯

祭）」でございますが、こちらの方を調査したいと考えているところでございます。 

次に、文化財調査報告書の刊行でございます。 

久喜市の歴史と文化財シリーズの３巻目でございますが、まだ仮称ではございますが、

『甘棠院』という久喜地区のものを刊行する予定でございます。 

次に過去の情報の整理でございますが、同様に継続して収集整理して参ります。 
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「６ 埋蔵文化財に関すること」ということで、令和５年度と同様に試掘調査をして参

りますとともに、令和２年度実施の天王山西遺跡の発掘調査、こちらの方も整理作業を継

続して実施して参ります。 

では３ページになります。 

「７ 文化財の活用・啓発に関すること」でございます。 

出張講座（学校教育支援事業）でございますが、こちらの方も、小中学校に学芸員を派

遣して参ります。 

また、学校以外の出張講座につきましても同様でございます。 

「久喜歴史だより」の掲載でございますが、来年度も１２回、掲載予定でございます。 

また、指定文化財の説明板の貼り替えというものを、来年度考えております。 

こちらは、市指定文化財「吉田家水塚」の説明板が、１基でございますが貼り替え予定

でございます。 

次に「８ 本多静六顕彰事業に関すること」、こちらは、令和５年度までは、企画政策

課の方で担当していたものでございますが、令和６年度から文化振興課に事業が移管され

まして実施するということになってございます。 

こちらは、今まで文化財保護課でやっているものもございまして、例えば「本多静六記

念館」でございますが、団体見学の案内や、写真のメディア等への貸し出し等も随時対応

しているところでございます。 

また、企画政策課から受け継ぎました事務でございますが、「本多静六通信」というも

のを毎年１回発行しておりまして、顕彰する会に委託をする上で、２，０００冊を印刷し

作成する予定でございます。 

また、ゆかりの地訪問事業というのがございまして、こちらにつきましても、市民の方

を対象に募集し、年１回、博士ゆかりの地を訪問することを予定しております。 

また、本多静六博士の森の植栽管理というものもございまして、菖蒲南部産業団地内の

三崎の森公園というものがあるのですけれども、そちらの方の管理につきましても、顕彰

をする会と話し合いの上で、管理をしていければと考えているところでございます。 
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また、小学校４年生に、副読本『日本の公園の父 本多静六』を作って配布しているとこ

ろでございますが、こちらの方の数が少なくなってきているということで、６，０００部

を増刷するとともに、デジタルデータを学校教育でも活用できるように準備したいと考え

ているところでございます。 

まず、文化振興課の文化財・歴史資料係所掌分につきましては以上です。 

 

事務局（杉田館長） 

続きまして、郷土資料館長の杉田です。 

郷土資料館に関することについて説明させていただきます。 

４ページをお開きください。 

まず、展示事業です。 

まず特別展は、市内の歴史・文化財についてテーマを設けて展示を行うとともに、展示

図録を刊行するという事業でございます。 

令和５年度につきましては、第１３回特別展「大集合！久喜の遺跡」をやらせていただ

いておりますけれども、第１４回の特別展につきましては、仮題でございますが、「栗橋

関所設置４００年展」の開催ということで、令和６年の秋ごろを予定して進めていきたい

というふうに考えております。 

続きまして収蔵品展、こちらにつきましては、久喜市内の小学校の副読本『私たちの久

喜市』掲載の民具を中心に、展示を行っていきます。 

大体年に２回くらい開催できればと思っております。 

それから、随時になりますが、スポット展につきましても、資料館の収蔵品の中からテ

ーマを設けてミニ展示を行っていきたいというふうに思っております。 

こちらにつきましては、年に２回程度、行えればいいなというふうに考えております。 

それから、特別展関連講座、こちらにつきましては、冒頭にお話しました特別展に関連

する講座ということで、テーマを決めて、専門家の講師の方に講座を行っていただきたい

という形で進めていければというふうに考えております。 
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こちらは年に１回行うものです。 

続きまして、教育普及事業です。 

歴史講座、こちらについては、郷土の歴史や文化をテーマに、専門家を講師に招き、そ

の最新の調査研究、成果や話題等を市民にわかりやすく紹介する講座を開催していくこと

を考えております。 

令和５年度につきましては、こちらの委員でもいらっしゃいます林先生に、「江戸時代

の境界から考えた久喜」ということで、３月に３回行っていただきました。 

令和６年度につきましても、テーマを決めて、１回から４回程度の開催で行えればとい

うふうに考えております。 

続きまして古文書学習会です。 

こちらにつきましても、郷土資料館に所蔵してあります古文書をテキストに、受講者に

よる古文書解読並びに、解読内容に対する講師による解説を行って行きたいと考えており

ます。 

これにつきましても今年度と同様に、全１１回で、５月から１２月くらいの間で、ちょ

っと長くなりますけども、その期間でやっていきたいと思っております。 

続きまして５ページを見ていただきたいと思います。 

子ども歴史広場は、夏休み期間中の子どもたちを対象に、むかしのおもちゃづくりや七

夕行事、勾玉づくりなどの歴史や文化を楽しく学習できる講座を開催するものです。 

大体夏の８月、あるいは７月末の週くらいから、３回ほど開催できればというふうに思

います。 

それから続きまして、資料館まつり、こちらにつきましても、郷土資料館を広くＰＲ

し、来館者の拡大を図るために、昔のおもちゃづくり等を体験いただくイベントを開催し

ていきたいというふうに考えております。 

これにつきましても、秋に２日間、例えば土曜日と日曜日のように、連続する形で開催

できればというふうに考えております。 

令和５年度は、数珠玉づくりなどが多くなっています。 
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令和６年度につきましても、子どもたちが楽しんでもらえるようなものを提供できれば

というふうに考えております。 

続きまして、資料館だよりの発行、こちらにつきましても、郷土資料館の情報発信を図

るために、収蔵資料や郷土の歴史・文化、資料館のイベント情報等を取り上げた資料館だ

よりを編集し、発行していきたいというふうに考えております。 

年に１～２号発行できればというふうに思っております。 

それから資料調査等についてでございます。 

資料の収集につきましては、市内の歴史資料等についての収集を行ってまいります。 

こちらは、結構、郷土資料館の方に電話あるいは直接物を持ってきていただいて、これ

はどうでしょうかという話があったりします。 

そのときに、随時、内容を見ながら、お話をしながら進めていければというふうに思っ

ております。 

続いて資料の調査、これは市内の歴史資料等についての調査。 

というのも、結構集めているものにつきましても、整理し中身を精査するという活動を

やっております。 

これも、令和５年度と同様に進めていきたいと考えております。 

続きまして収蔵資料の整理、資料郷土資料館の展示等に生かすため、収蔵資料を整理

し、データベース化を行ってまいります。 

こちらも、令和５年度と同様にやっていきたいと考えております。 

続きまして、郷土資料館ボランティアの育成、郷土資料館事業の協力、それから、市域

の歴史・文化財等の調査等を協力していただいています。 

令和５年度と同様に行っていきたいと思っておりまして、月に１～２回程度実施してお

ります。 

実際、郷土資料館の方に子どもたちや団体などが見学に来たときに、ちょっと職員だけ

では説明の人が足らないなというときには、ボランティアの方にも来ていただいて、説明

に協力をしていただいてというような形で、いろいろと活用させていただいております。 
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続きまして、学芸員実習生の受け入れ、郷土資料館の専門的な業務の実習をしていただ

くという形で、大体毎年８月に、８回ぐらい、４日間ぐらいになりますけども、開催し

て、いろいろ郷土資料館の仕事を学んでいただいたりしています。 

続きまして６ページをご覧ください。 

講師派遣です。 

高齢者大学や市民大学等の他機関へ講師を派遣する事業でございます。 

令和５年度と同様に、随時行っていきたいと思います。 

市民大学２件と中央図書館１件の講座に派遣を行っています。 

令和５年度と同様に行っていければというふうに思っております。 

それから最後、団体見学の案内では、小学校団体見学の展示案内を行います。 

令和５年度と同様に随時行っていく予定です。 

令和５年度は１４件、受けております。 

続きまして、一般団体見学等の展示案内。 

これにつきましては令和５年度で５件受けております。 

こちらも令和５年度と同様に、随時行っていければというふうに思っております。 

こちらは以上でございます。 

 

事務局（小林課長補佐） 

簡単ではございますが以上でございます。 

 

議長（板垣会長） 

ありがとうございました。 

ただいま、文化財歴史資料係と、郷土資料館の令和６年度事業計画案につきまして、説

明をいただきました。 

委員の皆さんのご意見、ご質問等をお受けしたいと思います。 

私の方から１点よろしいですか。 
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課の名称が文化振興課ということで、後でご説明があろうかと思うのですが、どのよう

に変わりますか。 

それから、８番の「本多静六顕彰事業」ですが、今まで企画政策課で担当していたもの

を、事業移管されました。 

そうすると、この本多静六顕彰事業とか記念館についても、審議会の方で審議対象に含

まれるということでよろしいですか。 

 

事務局（堀内課長） 

はい、最初に１点目の課の名称のことでご説明し忘れていたのですけども、令和６年

度、久喜市の機構改革が大幅にありまして、文化財保護課という名称が文化振興課という

名前に変わります。 

新たに、生涯学習課に今まであった文化振興係が、この文化振興課の筆頭係になりまし

て、続いて文化財・歴史資料係、そして付けとして郷土資料館が入るという、そういう係

構成になってくるということになります。 

それが１点目、組織の変更ということでございます。 

そして２点目の本多静六顕彰事業に関することでございますが、文化財保護費でござい

ますので、広く文化財保護審議会の中でご議論いただいて問題ない話かなというふうに思

います。 

この来年度の事業計画、それから事業結果につきましてその中には含まれてくるという

ふうに、今までも一部、本多静六記念館の展示についてはあったように入ってくるのかな

という認識でございます。 

 

議長（板垣会長） 

ありがとうございました。 

そうしましたら、来年度の会議の中で、本多静六記念館の視察ですとか、副読本などの

配布をいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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他にございますか。 

よろしいですか。 

ご意見がないようですので、令和６年度事業計画案につきましては、ご了承ということ

で進めさせていただきます。 

 

２）文化財の指定の是非について（答申） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 非公開案件につき省略 ） 
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３）その他 

議長（板垣会長） 

続きまして、議題３「その他」でございますが、委員の皆様から何か伝達事項等ござい

ますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

続きまして、事務局から伝達事項がございますか。 

 

事務局（小林課長補佐） 

審議会終了後でございますが、委員の皆様と事務局職員による、文化財に関する懇談会

を実施したく存じますので、出席可能な方は、当会議室に残っていただきますようお願い

いたします。 

以上でございます。 

 

議長（板垣会長） 

ありがとうございました。 

事務局から連絡事項がございましたが、委員の皆様からご質問、ご意見はございますで

しょうか。 

なしと認めます。 

以上をもちまして、すべての議事が終了いたしましたので、進行を事務局に戻したいと

思います。 

ご協力ありがとうございました。 

 

３ 閉 会 

事務局（堀内課長） 

ありがとうございました。 

以上をもちまして令和５年度第２回文化財保護審議会を閉会とさせていただきます。 
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冒頭にも板垣会長の方からお話ありましたが、事務局のこのメンバーで行うのが最後の

会議ということになりました。 

本当に皆様のご協力ありがとうございました。 

お疲れ様でございました。 

 

会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。 

令和６年４月１６日 

 

板垣 時夫   

齋藤 由加   


